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教育旅行誘致に全力
宿泊税導入も検討

「
高
山
祭
」の
開
催
期
待

自
然
、文
化
、健
康
が
柱


年
に
客
室
数

室

　
　
　
■
　
　
■
　

　
　
　
■
　
　
■
　

新
た
な
観
光
話
題
と
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｒ
東
海
、高
山
線
に
新
型
車
両

環
境
負
荷
軽
減

乗
り
心
地
向
上

「
両
面
宿
儺
」は
観
光
振
興
の
英
雄

呪
術
廻
戦
で

一
躍
ブ
ー
ム
に

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に
燃
え
よ

６
月

日
開
催


人
を
募
集

飛騨高山の観光再生に向けての取り組み
特別インタビュー
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
岐
阜
県
の
飛
騨

高
山
観
光
に
も
及
び
、
観
光
名
所
・
古
い
町
並
な
ど

を
歩
く
観
光
客
の
姿
は
少
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
、
収
束
後
に
反
転
攻
勢
を
と
ば
か

り
に
、
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は

「
観
光
産
業
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。
堀


則
会
長
（
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
会
長
）
に
観
光
復

活
に
懸
け
る
思
い
を
聞
い
た
。
聞
き
手
は
論
説
委
員

の
内
井
高
弘
。
（
３
月
上
旬
、
協
会
事
務
所
で
）

Ｈ
Ｃ

系
は
電
車
で
の
旅
の
楽
し
さ

を
再
認
識
さ
せ
る
車
両
だ

飛
騨
千
光
寺
に
あ
る
両
面
宿
儺
坐
像
。
円
空
は
独
創
的
な
解
釈
と

表
現
で
彫
っ
た

国
内
屈
指
の
タ
フ
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
に
ラ
ン
ナ
ー
は
燃
え
る

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
、
外
国
人
客

も
戻
っ
て
く
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
。

　

年
ま
で
に

年
並
み（
約

万
人
）

の
回
復
を
見
込
ん
で
お
り
、
高
山
の
自

然
や
文
化
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
促
す

取
り
組
み
や
、
地
域
住
民
と
と
も
に
歩

め
る
よ
う
な
持
続
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。
例
え
ば
、
混
雑
を
避
け
た

旅
の
提
案
や
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
、
長
期
滞
在
型
観
光
へ

の
対
応
な
ど
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
ハ
ブ
化
構
想
」

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
「
滞
在
型
観
光
」
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」の
四
つ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
山
観
光
の
再
生
は
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
高
山
は
教
育
旅
行
に
適
し
た
土
地
柄

で
す
が
、
教
育
旅
行
生
の
規
模
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

　
小
、
中
、
高
校
・
そ
の
他
（
大
学
の

ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
団
体
の

研
修
旅
行
な
ど
）
で
、
日
帰
り
を
含
め

た
入
込
数
は

年
で
４
１
１
団
体
・
４

万
９
７
２
人
、
う
ち
宿
泊
を
伴
う
の
は

２
２
０
団
体
・
３
万
４
０
９
２
人
で
し

た
。

年
と
比
べ
る
と
ダ
ウ
ン
で
す
。

　
観
光
消
費
の
面
で
も
、
ま
た
飛
騨
高

山
の
フ
ァ
ン
拡
大
の
面
で
も
教
育
旅
行

は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市

や
県
も
誘
致
に
熱
心
で
、
受
け
入
れ
態

勢
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
高
山
に

来
て
く
れ
る
学
生
に
対
し
１
人
当
た
り

千
円
分
の
商
品
券
を
配
布
し
、
買
い
物

や
土
産
購
入
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
ま
す
。
大
学
な
ど
の
ゼ

ミ
合
宿
に
対
す
る
支
援
制
度
も
あ
り
ま

す
。
県
に
お
い
て
も
教
育
旅
行
受
け
入

れ
の
制
度
を
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
教
育
旅
行
の
在

り
方
、
泊
ま
り
方
も
変
化
が
見
ら
れ
、

大
都
市
や
京
都
、
奈
良
と
い
っ
た
定
番

か
ら
地
方
都
市
も
選
択
肢
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
飛
騨
高
山
に
来
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
誘
致
に
向
け
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
開
催
支
援
補
助
金
で
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
、
国
際
会
議
で
は

２
０
０
万
円
、
国
内
大
会
で
は
１
０
０

万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

　
宿
泊
税
等
法
定
外
税
の
導
入
に
向
け

た
動
き
も
あ
る
と
か
。

　
導
入
に
向
け
検
討
を
始
め
る
と
い
う

こ
と
で
、
市
で
は
調
査
費
を
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
入
湯
税
と
の
兼
ね
合
い
や
不

公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ど
う
折
り
合

い
を
つ
け
る
か
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
観
光
関

連
施
策
の
財
源
を
確
保
す
る
上
で
宿
泊

税
は
有
効
で
あ
り
、
議
論
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
６
月

日
、

回
目
と
な
る
「
飛
騨

高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ

れ
る
。
昨
年
６
月
に
開
催
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
の
め
ど
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
延
期
と
な
っ
て
い

た
。
開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
マ
ラ
ソ

ン
愛
好
者
か
ら
は
歓
迎
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

　
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
は
国

内
屈
指
の
タ
フ
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

で
、
そ
の
距
離
、
何
と
１
０
０
㌔
と


㌔
。
制
限
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ

時
間
、


時
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
第
８
回
の
１
０
０
㌔
の
部
の
優
勝

タ
イ
ム
は
、男
子
が
７
時
間

分
９
秒
、

女
子
は
８
時
間

分

秒
と
な
っ
て
い

る
。

　
参
加
料
（
通
常
エ
ン
ト
リ
ー
）
は
１

０
０
㌔
が
１
万
９
５
０
０
円
、

㌔
が

１
万
５
５
０
０
円
。
募
集
人
数
は
３
５

０
０
人
。
参
加
賞
と
し
て
大
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
完
走
者
に
は
完
走
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
。
伝
統
息
づ
く
古
い

町
並
や
自
然
豊
か
な
乗
鞍
岳
を
臨
む
コ

ー
ス
を
走
れ
る
の
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

だ
け
に
与
え
ら
れ
た
特
権
。
地
元
ス
タ

ッ
フ
の
お
も
て
な
し
と
飛
騨
牛
な
ど
地

元
特
産
品
を
堪
能
で
き
る
エ
イ
ド
も
楽

し
み
の
一
つ
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日

歳
以
上
で

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験
の
あ
る
健
康

な
男
女
。
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種
済
み

証
明
（
予
定
）
の
提
示
、
ま
た
は
大
会

５
日
以
内
の
陰
性
証
明
書
の
提
示
が
で

き
る
人
が
対
象
と
な
る
。

　
こ
の
大
会
は
参
加
人
数
に
応
じ
た
寄

付
金
を
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
に
寄

付
し
、
世
界
遺
産
の
保
護
・
保
全
に
役

立
て
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
大
会
事
務
局
、
☎

（
０
１
２
０
）
８
４
６
０
２
４
。

　
高
山
祭
は
高
山
最
大
の
行
事
で
す

が
、
今
年
は
開
催
す
る
の
で
す
か
。

　
春
（
山
王
祭
）
は
こ
れ
ま
で
通
り
、

４
月

、

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。神
事
や
御
巡
幸
、屋
台
曳ひ

き
揃そ

ろ

え
、

か
ら
く
り
奉
納
な
ど
を
実
施
し
ま
す

が
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
変
更
、
中
止
と
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
開
催
さ

れ
て
お
ら
ず
、
関
係
者
の
間
で
は
「
こ

の
ま
ま
で
は
祭
り
の
伝
統
が
途
絶
え
か

ね
な
い
」
と
い
う
危
機
感
が
強
い
よ
う

で
す
。
飛
騨
高
山
の
観
光
に
と
っ
て
も

欠
か
せ
ぬ
行
事
だ
け
に
、
何
と
か
開
催

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設
、
飲
食

店
な
ど
は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

な
ど
、
安
心
安
全
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
解
除
さ
れ
た
な
ら
、
ぜ
ひ
ご
来

訪
い
た
だ
き
た
い
。

　
観
光
客
の
入
り
込
み
は
い
か
が
で
す

か
。

　
２
０
２
１
年
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
の


年
と
比
べ
る
と

・
８
％
減
の
１
９
４

万
８
千
人
、
う
ち
宿
泊
者
は
同

・
２

％
減
の

万
８
千
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
大
で
す
。
高
山

は
外
国
人
客
も
多
く
訪
れ
て
い
た
の
で

す
が
、

年
は
３
千
人
弱
し
か
来
て
い

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
前
の

年
は

万
人

を
超
え
て
い
た
だ
け
に
厳
し
い
状
況
で

す
。

　
入
国
制
限
は
３
月

日
か
ら
１
日
７

千
人
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
厳
し
い

規
制
に
変
わ
り
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
日
本
フ
ァ
ン
を
失
っ
て
し
ま
う
。
一

刻
も
早
く
緩
和
、
撤
廃
し
て
ほ
し
い
。

ゲ
ー
ト
が
開
け
ば
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心

に
戻
り
、
特
に
台
湾
は
そ
の
動
き
が
早

い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
早
期
再
開

を
期
待
す
る
声
も
強
い
で
す
ね
。

　
現
状
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
な
ど
で
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
し
、
収
束
の
兆
し

が
出
れ
ば
再
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
観
光
再
生
に
向
け
ど
ん
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
か
。

　
先
ご
ろ
「
観
光
産
業
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
最
終
年
の


年
ま
で
に
コ
ロ
ナ
前
（

年
）
の
数
値

に
戻
す
こ
と
を
基
本
に
、
入
込
者
５
０

０
万
人
、
宿
泊
者
２
５
０
万
人
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
柱
は
「
自
然
」
「
文
化
」
「
健
康
」

の
三
つ
。
例
え
ば
、
「
自
然
」
つ
い
て

は
中
部
山
岳
国
立
公
園
南
部
地
域
を
間

に
は
さ
み
、
高
山
と
長
野
の
松
本
を
つ

な
ぐ
横
断
ル
ー
ト
「
ビ
ッ
グ
ブ
リ
ッ
ジ

構
想
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
実
現
に

努
め
ま
す
。
高
山
、
奥
飛
騨
、
松
本
、

上
高
地
、
白
骨
を
含
め
た
一
帯
を
網
羅

し
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
バ
ス
・

電
車
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

巡
り
方
で
地
域
の
歴
史
・
文
化
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
食
と
い
っ
た
多
様
な
過

ご
し
方
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
の
進
出
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
客
室
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
で
し
ょ

う
ね
。

　

年
ま
で
に
ル
ー
ム
総
数
は
約
千
室

増
加
し
、
５
千
室
を
超
え
そ
う
で
す
。

地
方
都
市
で
５
千
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
な
数
字
で
、
中
部
地
方
で
は
名
古

屋
、
金
沢
に
次
い
で
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
施
設
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お

り
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
民
泊
ま
で

幅
が
広
く
、
お
客
さ
ま
の
好
み
に
合
わ

せ
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

主
流
と
な
る
中
、
選
択
肢
の
多
さ
は
高

山
観
光
の
大
き
な
武
器
と
な
り
ま
す
。

　
供
給
過
剰
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
採
算
を
重
視
す
る
大
手
資
本
が
相

次
い
で
高
山
に
進
出
す
る
の
は
そ
れ
だ

け
の
需
要
が
見
込
め
る
と
判
断
し
て
の

こ
と
。
将
来
性
を
に
ら
ん
で
の
先
行
投

資
の
意
味
合
い
が
強
い
の
で
は
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
も
熱
心
で
す
が
、

客
室
数
の
多
さ
は
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
ね
。

　
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
（
収
容

可
能
人
数
４
千
人
）
や
飛
騨
・
世
界
生

活
文
化
セ
ン
タ
ー
（
同
２
千
人
）
な
ど

施
設
規
模
、
機
能
に
関
し
て
は
県
内
随

一
だ
と
思
い
ま
す
。

年
に
は
８
千
人

程
度
の
収
容
能
力
が
あ
る
大
型
施
設
が

で
き
る
予
定
で
す
。
来
年
に
は
２
千
人

規
模
の
会
議
開
催
も
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
セ
ー
ル
ス

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い

え
ば
高
山
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
ね
。

　
高
山
を
起
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地

に
行
け
る
「
高
山
ハ
ブ
化
構
想
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開

業
と
同
じ
時
期
に
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
福
井
―
高
山
間
が
つ
な
が
り
ま

す
。
行
動
範
囲
は
広
く
な
り
、
市
内
を

滞
在
拠
点
と
し
て
、
上
高
地
や
金
沢
、

永
平
寺
な
ど
が
ワ
ン
デ
ー
ト
リ
ッ
プ
内

と
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
で
観
光
客

の
絶
対
量
は
減
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、

泊
数
で
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
を
定
着
さ
せ
る
に
は
着

地
型
商
品
の
造
成
も
必
要
で
す
ね
。

　
滞
在
時
間
を
延
ば
し
て
も
ら
う
意
味

で
も
欠
か
せ
ず
、
新
し
い
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
造
成
し
ま
す
。
例
え
ば
、
食
に

つ
い
て
は
薬
膳
体
験
や
地
元
食
材
活
用

な
ど
、
食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
開
発

す
る
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
。
文
化
面
で

は
郷
土
玩
具
制
作
、
茶
道
、
禅
体
験
や

文
化
財
巡
り
な
ど
、
高
山
の
強
み
を
生

か
し
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
３
月

日
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、

高
山
線
で
長
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た
特

急
の
「
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
愛
称

が
な
く
な
り
、
「
ひ
だ
」
と
な
る
。
そ

し
て
７
月
１
日
、
高
山
線
に
新
し
い
特

急
車
両
「
Ｈ
Ｃ

系
」
が
デ
ビ
ュ
ー
す

る
。
飛
騨
高
山
観
光
に
と
っ
て
も
追
い

風
と
な
り
そ
う
だ
。

　
Ｈ
Ｃ

系
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
で
発
電
し
た
電
力
と
、
ブ
レ
ー
キ
時

な
ど
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
充
電
さ
れ
る
蓄
電
池
の
電
力
を
組
み

合
わ
せ
て
走
行
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
」
を
採
用
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

の
鉄
道
車
両
と
し
て
国
内
初
の
最
高
速

度
１
２
０
㌔
の
営
業
運
転
を
目
指
し
て

い
る
。

　
現
行
の
キ
ハ

系
は
エ
ン
ジ
ン
２
台

を
必
要
と
し
た
が
、
Ｈ
Ｃ

系
で
は
１

台
で
済
む
た
め
、
静
か
で
快
適
な
乗
り

心
地
を
実
現
。
停
車
時
の
照
明
・
空
調

や
加
速
時
の
補
助
に
、
ブ
レ
ー
キ
時
に

発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
た
蓄
電

池
の
電
力
を
使
用
す
る
こ
と
で
環
境
負

荷
の
軽
減
に
役
立
つ
。
客
室
空
間
も
広

く
な
る
。
無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
全
座
席
に
コ
ン
セ
ン
ト

が
つ
い
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
。

　
キ
ハ

系
は
当
時
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
に
選
ば
れ
た
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
一

新
し
た
Ｈ
Ｃ

系
も
負
け
ず
劣
ら
ず
ス

マ
ー
ト
な
印
象
。
飛
騨
路
を
走
る
「
乗

っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
車
両
だ
。

　
人
気
ア
ニ
メ
「
呪
術
廻
戦
（
じ
ゅ
じ

ゅ
つ
か
い
せ
ん
）
」
で
に
わ
か
に
脚
光

を
浴
び
た
の
が
「
両
面
宿
儺
（
り
ょ
う

め
ん
す
く
な
）
」
。
飛
騨
の
伝
説
の
豪

族
だ
。
３
月
上
旬
に
は
高
山
市
丹
生
川

町
に
あ
る
観
光
施
設
・
飛
騨
大
鍾
乳
洞

に
「
両
面
宿
儺
パ
ネ
ル
展
示
館
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
関
心

を
集
め
そ
う
だ
。

　
両
面
宿
儺
は
大
和
朝
廷
に
抵
抗
し

た
、一
つ
の
胴
体
に
二
つ
の
顔
が
あ
り
、

手
足
が
各
４
本
あ
る
怪
物
と
し
て
「
日

本
書
記
」
に
登
場
す
る
。
中
央
で
は
逆

賊
扱
い
さ
れ
た
が
、
飛
騨
の
人
々
に
と

っ
て
は
民
衆
を
守
っ
て
く
れ
た
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

　
両
面
宿
儺
が
１
６
０
０
年
前
に
開
山

し
た
と
さ
れ
る
の
が
飛
騨
千
光
寺
。
４

体
の
両
面
宿
儺
像
が
鎮
座
し
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
円
空
作
の
「
両
面
宿
儺
坐

像
」
。
美
術
品
と
し
て
も
名
高
く
、
県

指
定
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
。
呪
術
廻

戦
の
ヒ
ッ
ト
を
機
に
、
多
く
の
〝
巡
礼

客
〟
が
訪
れ
て
い
る
。

　
ブ
ー
ム
を
呼
び
込
も
う
と
、
両
面
宿

儺
坐
像
の
写
真
や
「
１
６
０
０
年
の
時

を
越
え
、
再
び
。
い
ざ
。
」
「
飛
騨
高

山
」
の
文
字
を
あ
し
ら
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
も
登
場
。
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
な
ど
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
と
し
て
、
運

行
さ
れ
た
。

　
ア
ニ
メ
で
は
「
呪
い
の
王
」
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
が
、
飛
騨
高
山
に
と
っ

て
は
観
光
振
興
の
英
雄
と
し
て
映
っ
て

い
る
。
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春の飛騨高山でリフレッシュ
古い町並にたたずみ、温泉に浸かり、歴史・文化にふれる

絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻「
高
山
祭
」

春の到来告げる見事な枝振り

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

学
生
を
応
援

星
空
観
賞
便
運
行

東
山
遊
歩
道

文
化
財
が
集
積

散
策
に
最
適

超える露天風呂
個性豊かな五つの温泉地 奥

飛
騨
温
泉
郷

チ
ャ
リ
旅
で
新
た
な
発
見

イ
ー
バ
イ
ク
使
用

ア
プ
リ
充
実

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

心
揺
さ
ぶ
る
桜
の
美
の
競
演

３
年
ぶ
り
　

４
月

、
日
開
催

（５） 第３１２０号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）３月２８日（月曜日）

　絢爛豪華な高山祭。日本が世界に誇る伝統文化で、開催が待ち遠しい青屋神明神社の枝垂れ桜。水田に映る姿も美しい

素
玄
寺
近
く
の
石
畳
。
散
策
に
適
し
て
い
る

　
観
光
名
所
・
古
い
町
並
か
ら
徒
歩
約


分
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
の
が
東
山
エ
リ
ア
で
、

散
策
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
だ
。

　
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
風
情

あ
る
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
巡
れ
る

「
東
山
遊
歩
道
」
（
全
長
５
・
５
㌔
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
の
金

森
長
近
公
ゆ
か
り
の

禅
宗
寺
院
な
ど
が
建

て
ら
れ
、
東
山
寺
院

群
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
遊
歩
道
は
そ
れ

ら
貴
重
な
文
化
財
を

巡
る
ル
ー
ト
で
も
あ

る
。

　
本
堂
が
県
指
定
文

化
財
と
さ
れ
て
い
る

法
華
寺
、
鐘
楼
門
が

市
指
定
文
化
財
の
雲

龍
寺
、
座
禅
体
験
が

で
き
る
善
応
寺
な
ど

見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

近
く
に
あ
る
江
名
子

川
畔
遊
歩
道
も
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
た
い
。
小

さ
な
橋
が
い
く
つ
も

架
か
り
、
趣
の
あ
る

風
景
が
楽
し
め
る
。 星空観賞便のチラシ

わ
が
国
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド
ラ

１
０
０
を
超
え
る
露
天
風
呂
が
あ
る
奥
飛
騨
温
泉
郷

（
平
湯
の
湯
）

　ｅ－ｂｉｋｅで奥飛騨温泉郷の映えスポットを巡る

　
車
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
も
の

も
、
自
転
車
だ
か
ら
こ
そ
発
見
で
き
る

―
―
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
は
自
転

車
で
の
旅
「
チ
ャ
リ
旅
」
を
推
奨
し
て

い
る
。自
然
の
風
を
体
に
感
じ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
見
て
回
る
チ
ャ
リ
旅
は
密

に
な
ら
ず
、
今
の
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
。

　
ｅ
―
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
（
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
な
の
で
坂
道

も
楽
々
。
体
力
に
自
信
の
な
い
女
性
や

シ
ニ
ア
に
は
打
っ
て
つ
け
。
貸
し
出
し

料
金
は
１
日（
７
時
間
）１
５
０
０
円
、

半
日
（
３
時
間
）
千
円
と
お
手
頃
。
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
協
会
事

務
局
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

　
チ
ャ
リ
旅
に
欠
か
せ
な
い
の
が
ウ
ェ

ブ
ア
プ
リ
「
奥
飛
騨
ナ
ビ
ち
ゃ
り
」
。

自
転
車
を
借
り
た
ら
ス
マ
ホ
を
装
着

し
、
ナ
ビ
ち
ゃ
り
に
ア
ク
セ
ス
。
新
穂

高
、
新
平
湯
、
双
六
渓
谷
の
三
つ
の
お

勧
め
コ
ー
ス
か
ら
行
き
た
い
場
所
や
見

た
い
景
色
を
選
ん
で
出
発
。
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
に
近
づ
い
た
ら
ス
マ
ホ
が
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
で
映
え
写
真
を
パ
チ
リ
。
全
て

の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
影
す

る
と
ア
ル
バ
ム
が
完
成
し
、
奥
飛
騨
温

泉
郷
の
特
産
品
が
当
た
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
が
現

れ
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
は
☎
０
５

７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。
事
前
予
約

が
必
要
。

宿
泊
客
に
好
評
な
湯
巡
り
手
形
。


の
加
盟
施
設
か
ら
お
気
に
入
り

の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴
で
き
る

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い
る
湯

巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達
人
」

が
宿
泊
客
に
好
評
。
豊
富
な
湧
出
量
を

誇
る
奥
飛
騨
の
温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
め
る
手
形
だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
。
手
形
に

付
い
て
い
る
３
枚
の
入
浴
シ
ー
ル
を
利

用
し
て
、
温
泉
郷
の

の
加
盟
施
設
か

ら
お
気
に
入
り
の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴

で
き
る
（
施
設
に
よ
り
枚
数
が
異

な
る
）
。

　
シ
ー
ル
を
は
が
す
と
下
地
に
温

泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
三
つ
そ
ろ
う
と
記
念
品
が
当

た
る
チ
ャ
ン
ス
も
。
加
盟
施
設
や

案
内
所
で
購
入
で
き
る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観

光
協
会
、
☎
０
５
７
８
（
８
９
）

２
６
１
４
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
飛
騨
高
山
（
岐
阜
県
高
山
市
）
観
光
に
も

影
を
落
と
し
、
町
を
歩
く
観
光
客
の
姿
は
ま
ば
ら
だ
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の

商
家
が
今
な
お
残
る
古
い
町
並
は
静
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
本
来
の
姿
を
見

せ
る
。
高
山
祭
、
桜
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
な
ど
、
魅
力
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

旅
人
を
引
き
付
け
る
。春
の
飛
騨
高
山
で
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
み
て
は
い
か
が
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が
美
し
い

桜
。
県
指
定
天
然
記
念
物
の
荘
川
桜

（
荘
川
町
）
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の

臥
龍
桜
（
一
之
宮
町
）
な
ど
見
応
え
の

あ
る
桜
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
枝
垂
れ
桜
は
西
光
寺
（
清
見
町
）
や

薬
師
堂（
朝
日
町
）な
ど
に
も
あ
る
が
、

青
屋
神
明
神
社
の
枝
垂
れ
桜（
朝
日
町
）

は
水
田
に
映
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

だ
。
見
頃
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

で
、
開
花
時
期
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
美
し
さ
が
際
立
つ
。
西
光
寺
の
枝

垂
れ
桜
（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
は
樹

齢
８
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
、
県
下

で
も
珍
し
い
枝
垂
れ
桜
の
巨
木
。
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
の
変
種
と
い
わ
れ
、
毎
年
地

表
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
花
が
咲
く
。

　
幹
の
形
が
龍
の
臥
し
た
姿
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
が
臥
龍

桜
。
樹
齢
１
１
０
０
余
年
で
、
枝
ぶ
り


㍍
、
高
さ

㍍
に
及
ぶ
日
本
を
代
表

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
樹
。
４

月
中
旬
か
ら
臥
龍
公
園
で「
桜
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
飛
騨
高
山
を
象
徴
す
る
行
事
が
「
高

山
祭
」
。
高
山
祭
の
屋
台
行
事
は
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
り
、
そ
の

絢
爛

け
ん
ら
ん

豪
華
さ
か
ら
日
本
三
大
美
祭
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
高
山
祭
は
春
の
「
山
王
祭
」
（
毎
年

４
月

、

日
開
催
）
と
秋
の
「
八
幡

祭
」
（
同

月
９
、

日
開
催
）
の
総

称
。
山
王
祭
は
城
下
町
の
南
半
分
の
氏

神
様
で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
で
、
上
一
之
町
・
上
二
之
町
・
上

三
之
町
な
ど
が
舞
台
に
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
一
昨
年
は
神
事

の
み
を
行
い
、
昨
年
は
大
幅
に
規
模
を

縮
小
し
た
。
今
年
は
４
月

、

日
、

例
年
通
り
の
規
模
と
内
容
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
（
３
月
上
旬

現
在
）
。
開
催
し
な
い
と
高
山
祭
の
伝

統
が
途
切
れ
か
ね
な
い
と
の
思
い
が
あ

る
。
「
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
お
け
る

継
承
に
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　
屋
台
曳
き
揃
え
や
か
ら
く
り
奉
納
、

夜
祭
、
御
巡
幸
な
ど
が
実
施
さ
れ
れ
ば

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
飛
騨
高
山
観

光
に
と
っ
て
も
大
き
な
追
い
風
と
な
る

が
、
密
を
警
戒
し
、
市
は
「
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
は
せ
ず
、
地
域
内
の
思
い
に
寄
り

添
っ
た
形
で
祭
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野
趣
あ

ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
の
麓
に
広
が
る
奥
飛
騨
温
泉

郷
だ
。平
湯
、福
地
、新
平
湯
、栃
尾
、

新
穂
高
の
五
つ
の
温
泉
地
が
あ
る
。

　
高
山
市
内
か
ら
は
バ
ス
で
１
時
間
ほ

ど
の
距
離
。
湯
量
豊
富
で
、
露
天
風
呂

は
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
あ

り
、
そ
の
数
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。
新

穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
上
高
地
、
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
日
本
屈
指
の
山
岳

景
勝
地
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
満
喫

で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一
番
古

く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
関
東
方
面
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
上
高
地
や
乗
鞍

岳
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
発
着
す
る
平
湯

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。
自
家
源
泉

を
持
つ
宿
が
多
く
、
入
浴
施
設
や
足
湯

も
充
実
。

　
福
地
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
も
山
の

静
寂
に
包
ま
れ
た
秘
湯
的
な
温
泉
地
。

温
泉
街
に
は
朝
市
が
あ
り
、
地
元
の
特

産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
飛
騨
地

域
や
新
潟
の
古
民
家
を
移
築
、
改
装
し

た
宿
も
多
い
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
あ

る
。
飲
食
店
も
多
い
。
名
水
「
た
る
ま

水
」
も
あ
り
、
名
水
の
里
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
清
流
蒲
田
川
と
平
湯
川

の
合
流
地
点
に
広
が
る
温
泉
地
。
蒲
田

川
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
渓
流
魚
の

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
、
釣
り
人
に
も

人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

口
に
あ
る
温
泉
地
。
エ
リ
ア
内
に
は
奥

飛
騨
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
新
穂
高

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド
ラ

「
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
。
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
観

光
客
に
人
気
だ
。
２
０
２
０
年
７
月
の

開
業

周
年
を
記
念
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
カ
ル
バ
テ
ッ
ク
社
製

の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
デ
ザ
イ
ン
。
ガ
ラ
ス

面
積
を
大
き
く
拡
大
。
冬
場
で
も
曇
っ

た
り
凍
っ
た
り
し
に
く
い
特
殊
な
ガ
ラ

ス
で
、
３
６
０
度
景
色
を
楽
し
め
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
で

２
月

日
か
ら
平
日
休
業
と
な
っ
て
い

た
が
、
３
月

日
に
は
平
日
営
業
を
再

開
し
た
。
同
時
に
、
学
生
や
卒
業
旅
行

の
利
用
客
に
対
し
て
運
賃
を
割
り
引
く

「
学
生
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始

（
４
月

日
ま
で
）
。

　
夜
間
運
行
「
星
空
観
賞
便
」
は
、
春

は
４
月

日
～
５
月
１
日
と
、
５
月
３

～
５
日
に
実
施
。
運
賃
は
第
２
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
往
復
で
大
人
２
９
０
０
円
、
小

学
生
１
４
５
０
円
。
雄
大
な
北
ア
ル
プ

ス
と
と
も
に
満
天
の
星
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
別
世
界
を
味
わ
え
る
。
奥
飛
騨

温
泉
郷
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
連
絡
先
は
奥
飛
観
光
開
発
、
☎
０
５

７
７
（
３
３
）
０
５
１
７
。


